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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 286,759 8.0 992 31.1 2,855 △11.7 1,935 △23.7

27年３月期第２四半期 265,486 △3.9 756 △36.6 3,233 11.3 2,536 30.4
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 557百万円(△89.9％) 27年３月期第２四半期 5,533百万円( 270.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 34.61 29.78

27年３月期第２四半期 43.76 43.61
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 303,992 78,204 25.6

27年３月期 304,422 78,208 25.5
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 77,741百万円 27年３月期 77,770百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00

28年３月期 ― 8.00

28年３月期(予想) ― 10.00 18.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 600,000 9.5 3,000 65.5 6,500 6.1 4,200 △7.2 75.11
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料４ページ「四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料４ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変
更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 61,224,796株 27年３月期 61,224,796株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 5,310,235株 27年３月期 5,310,183株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 55,914,589株 27年３月期２Ｑ 57,973,779株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短
信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりま
せん。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、平成27年11月６日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。その模様及び説明内
容（音声）については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかにホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策等により、景気は緩やかな回復基調と

なりました。

当社グループの主たる事業である医薬品卸売業界におきましては、国の医療費抑制策により平成26年４月の薬価改定

で2.65％（消費税増税分を除くと5.64％）の薬価基準の引下げが行なわれました。また昨年は、消費税増税前の駆け込

み需要（仮需）の反動があり医薬品市場はやや落ち込みましたが、当第２四半期連結累計期間は仮需反動の影響が無く

なったことに加え、Ｃ型肝炎治療薬が好調に推移し、医薬品市場は堅調に推移しております。

　このような中、当社グループにおきましては、平成25年４月からスタートいたしました３ヵ年の第２次中期経営計画

の最終年度となりました。『医薬品卸売事業において、顧客とWin-Winの関係を構築する』『地域包括ケアシステムに関連

した事業に投資し、地域のヘルスケアインフラの構築に貢献する』の２つの中期ビジョン実現に向け最後まで邁進して

まいります。

　事業子会社である㈱バイタルネットでは、ヘルスケア・コーディネート事業の一環として「洗浄サービス事業部」が

平成27年７月に業務を開始いたしました。医薬品卸売事業会社である㈱バイタルネットが持つ医療機関との結び付きや

介護事業会社である㈱バイタルケアが持つ介護用品の知識を活かし、グループの力を集結して介護用品の販売、レンタ

ルおよび洗浄サービスに注力してまいります。今後も地域包括ケアシステム実現のために、医療・介護・生活者の連携

を図り、ヘルスケアインフラの構築を支援してまいります。

　予てより進めてまいりました主要な事業子会社の基幹システム統合が完了し、平成27年５月には㈱バイタルネットで

新しい統合システムが稼働いたしました。また、平成28年１月には㈱ケーエスケーで稼働予定であります。基幹システ

ムを統合することで、より一層業務の効率化を図るとともに、グループとしてのシナジー効果を発揮するよう努めてま

いります。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、前述したような仮需反動の影響や平成26年７月に㈱オオノを完全

子会社化したことに加え、Ｃ型肝炎治療薬の販売が予想以上に好調だったことにより売上高は当初予想を上回る結果と

なりました。一方、販売管理費は、前述したように㈱オオノを完全子会社化したことや、平成27年３月に稼働開始しま

した㈱バイタルネットの宮城物流センターの減価償却費の増加、基幹システム入替のための一時的な費用の増加があり

ましたが、最大限のコスト削減に努めてまいりました。結果、連結売上高286,759百万円（前年同期比108.0％）、連結営

業利益992百万円（前年同期比131.1％）、連結経常利益2,855百万円（前年同期比88.3％）、親会社株主に帰属する四半期

純利益1,935百万円（前年同期比76.3％）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 医薬品卸売事業

医薬品卸売事業におきましては、カテゴリーチェンジにより長期収載品の販売が大幅に減少しましたが、前述しまし

たとおり、Ｃ型肝炎治療薬の販売が予想以上に好調だったことにより売上高は当初予想を上回る結果となりました。ま

た、利益面では、一部のメーカーでの共同仕入による利益の獲得に努めるとともに、カテゴリーチェンジへの的確な対

応として単品単価による納入価交渉にも注力してまいりました。さらに、主要な事業子会社（㈱バイタルネットと㈱ケ

ーエスケー）では、平成24年４月より本格稼働した営業戦略システム「ＶＫマーケティング」により、得意先別営業損

益状況を基にした営業戦略を実行し、収益力の維持・向上に引き続き努めるとともに不採算先の取引改善交渉にも注力

してまいりました。その結果、売上高は、272,598百万円（前年同期比106.7％）、セグメント利益（営業利益）は、863

百万円（前年同期比129.5％）となりました。

② その他事業

その他事業におきましては、平成26年７月に㈱オオノを子会社化したことや動物薬卸売事業が好調に推移したため、

売上高は、14,161百万円（前年同期比140.6％）、セグメント利益（営業利益）は、83百万円（前年同期比171.3％）とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末から430百万円減少し、303,992百万円となりました。

内訳は流動資産203,580百万円及び固定資産100,411百万円であります。

流動資産の主な内訳は、現金及び預金25,099百万円、受取手形及び売掛金131,067百万円、たな卸資産29,098百万

円及び未収入金16,950百万円であります。なお、現金及び預金が前連結会計年度末に比べ10,269百万円減少したも

のの、受取手形及び売掛金が7,407百万円及び未収入金が2,790百万円増加したこと等により、流動資産が1,225百万

円増加しております。

固定資産の内訳は、有形固定資産36,518百万円、無形固定資産8,015百万円及び投資その他の資産55,877百万円で

あります。なお、投資有価証券が前連結会計年度末に比べ1,974百万円減少したこと等により、固定資産が1,655百

万円減少しております。

負債は前連結会計年度末から426百万円減少し、225,787百万円となりました。内訳は流動負債192,203百万円及び

固定負債33,583百万円であります。

流動負債の主な内訳は、支払手形及び買掛金184,170百万円及び賞与引当金1,558百万円であります。なお、支払

手形及び買掛金が前連結会計年度末に比べ2,687百万円増加したこと等により、流動負債が1,942百万円増加してお

ります。

固定負債の主な内訳は、転換社債型新株予約権付社債10,041百万円、繰延税金負債8,901百万円及び退職給付に係

る負債7,407百万円であります。なお、前連結会計年度末に比べ繰延税金負債が701百万円及び長期借入金が522百万

円減少したこと等により、固定負債が2,369百万円減少しております。

純資産は前連結会計年度末から３百万円減少し、78,204百万円となりました。主な要因は親会社株主に帰属する

四半期純利益1,935百万円の計上、その他有価証券評価差額金1,311百万円の減少及び配当金を支払ったことによる

559百万円の減少であります。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、19,419百万円

となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、営業活動による資金の減少は6,993百万円となりました。これは主として税

金等調整前四半期純利益2,882百万円の計上及び非資金項目である減価償却費1,458百万円等の増加要因があったも

のの、売上債権の増加額7,444百万円及び未収入金の増加額2,646百万円等の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、投資活動による資金の増加は490百万円となりました。これは主として無形

固定資産の取得による支出1,355百万円等の減少要因があったものの、定期預金の減少額2,290百万円等の増加要因

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において、財務活動による資金の減少は1,477百万円となりました。これは主として長

期借入金の返済による支出532百万円、リース債務の返済による支出385百万円及び配当金の支払額557百万円等の減

少要因によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえて、平成27年５月14日に公表しました平成28年３月期の業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、平成27年10月30日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,368 25,099

受取手形及び売掛金 123,659 131,067

たな卸資産 27,811 29,098

未収入金 14,159 16,950

その他 1,735 1,716

貸倒引当金 △380 △350

流動資産合計 202,355 203,580

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,839 16,852

土地 16,852 16,797

その他（純額） 3,295 2,868

有形固定資産合計 36,987 36,518

無形固定資産

のれん 4,817 4,662

その他 2,349 3,353

無形固定資産合計 7,167 8,015

投資その他の資産

投資有価証券 46,697 44,722

その他 12,514 12,392

貸倒引当金 △1,299 △1,237

投資その他の資産合計 57,912 55,877

固定資産合計 102,066 100,411

資産合計 304,422 303,992
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 181,483 184,170

短期借入金 1,050 1,050

1年内返済予定の長期借入金 1,064 1,054

未払法人税等 869 1,011

賞与引当金 1,804 1,558

その他の引当金 178 184

その他 3,811 3,175

流動負債合計 190,260 192,203

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 10,045 10,041

長期借入金 3,280 2,758

その他の引当金 212 176

負ののれん 2,947 2,578

退職給付に係る負債 7,703 7,407

その他 11,764 10,621

固定負債合計 35,953 33,583

負債合計 226,214 225,787

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 12,675 12,675

利益剰余金 40,863 42,239

自己株式 △4,060 △4,060

株主資本合計 54,478 55,854

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,005 19,694

退職給付に係る調整累計額 2,286 2,192

その他の包括利益累計額合計 23,292 21,886

非支配株主持分 437 463

純資産合計 78,208 78,204

負債純資産合計 304,422 303,992
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 265,486 286,759

売上原価 245,517 265,665

売上総利益 19,969 21,093

返品調整引当金戻入額 173 178

返品調整引当金繰入額 173 184

差引売上総利益 19,969 21,088

販売費及び一般管理費 19,212 20,095

営業利益 756 992

営業外収益

受取利息 74 71

受取配当金 370 431

負ののれん償却額 368 368

持分法による投資利益 813 70

受取事務手数料 691 718

その他 258 290

営業外収益合計 2,577 1,950

営業外費用

支払利息 25 22

賃貸費用 32 42

その他 43 22

営業外費用合計 101 87

経常利益 3,233 2,855

特別利益

固定資産売却益 0 3

貸倒引当金戻入額 21 31

受取保険金 162 －

受取補償金 60 88

その他 55 26

特別利益合計 299 149

特別損失

固定資産売却損 － 0

減損損失 6 102

その他 6 19

特別損失合計 12 122

税金等調整前四半期純利益 3,520 2,882

法人税等 964 919

四半期純利益 2,555 1,962

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 27

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,536 1,935
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 2,555 1,962

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,736 △1,282

退職給付に係る調整額 △33 △100

持分法適用会社に対する持分相当額 274 △21

その他の包括利益合計 2,977 △1,405

四半期包括利益 5,533 557

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,514 529

非支配株主に係る四半期包括利益 18 27
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,520 2,882

減価償却費 1,225 1,458

減損損失 6 102

のれん償却額 78 154

負ののれん償却額 △368 △368

貸倒引当金の増減額（△は減少） △70 △91

賞与引当金の増減額（△は減少） △438 △245

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 343 △479

受取利息及び受取配当金 △445 △503

受取賃貸料 △46 △74

受取事務手数料 △691 △718

支払利息 25 22

持分法による投資損益（△は益） △813 △70

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △8 △25

有形固定資産除売却損益（△は益） △0 5

売上債権の増減額（△は増加） 7,481 △7,444

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,578 △1,286

未収入金の増減額（△は増加） 943 △2,646

仕入債務の増減額（△は減少） △11,884 2,687

差入保証金の増減額（△は増加） △43 △44

その他 △1,043 △963

小計 △650 △7,649

利息及び配当金の受取額 446 502

受取事務手数料の受取額 692 703

受取補償金の受取額 60 88

保険金の受取額 162 －

利息の支払額 △26 △22

法人税等の支払額 △799 △835

法人税等の還付額 860 273

その他 △9 △54

営業活動によるキャッシュ・フロー 735 △6,993
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 1,734 2,290

有形固定資産の取得による支出 △2,841 △637

有形固定資産の売却による収入 0 8

無形固定資産の取得による支出 △446 △1,355

投資有価証券の取得による支出 △2,641 △25

投資有価証券の売却による収入 13 1

投資事業組合からの分配による収入 15 68

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

△5,246 －

その他 186 140

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,225 490

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,200 －

長期借入金の返済による支出 △916 △532

転換社債型新株予約権付社債の発行による
収入

10,050 －

リース債務の返済による支出 △365 △385

自己株式の取得による支出 △2,073 △0

配当金の支払額 △464 △557

その他 △34 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,396 △1,477

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,093 △7,979

現金及び現金同等物の期首残高 25,206 27,398

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,113 19,419
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

医薬品卸売
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 255,412 255,412 10,074 265,486 ― 265,486

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,192 1,192 1,297 2,490 △2,490 ―

計 256,604 256,604 11,372 267,976 △2,490 265,486

セグメント利益 666 666 48 715 41 756

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品等の小売業、農薬・動物用

医薬品の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額41百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

医薬品卸売
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 272,598 272,598 14,161 286,759 ― 286,759

セグメント間の内部売上高又
は振替高

1,989 1,989 1,316 3,306 △3,306 ―

計 274,588 274,588 15,478 290,066 △3,306 286,759

セグメント利益 863 863 83 946 45 992

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品等の小売業、農薬・動物用

医薬品の卸売業、運送業、介護サービス業、医療機関に対するコンサルティング業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額45百万円はセグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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